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はじめに 

 

北海道教育庁生涯学習推進局長 松浦 英則 

 

今日、本道の少子高齢化や人口減少は全国を上回る速さで進行しており、地域において

は、コミュニティ機能の低下や働き手不足による産業や経済の衰退など、様々な課題に直

面しております。 

このため、道では、住民一人ひとりの生涯学習が、生きがいや生活の潤いにつながるこ

とはもとより、地域の課題を自分のこととして捉え、学びで得た知識や経験をその解決に

生かしていくことが必要との認識のもと、平成27年、今後の生涯学習の推進に当たっての

基本的な指針として、「社会で活きる力を身に付け、持続可能な潤いのある地域」を目指す

姿とする「第３次北海道生涯学習推進基本構想」を策定し、「道民カレッジ」をはじめとす

る様々な施策に取り組んでおります。 

道教委では、今後、基本構想を踏まえ、地域づくりにつながる生涯学習をさらに道内各

地域に広げていきたいと考えており、そのためには、生涯学習の推進を担う多様な主体、

とりわけ地域住民に最も身近な行政機関である市町村が、それぞれの実態に即し、特色を

生かした生涯学習推進施策が展開できるよう、必要な情報の収集・分析、提供などの支援

に努めてまいります。 

 この「北海道の生涯学習の現状」は、その一環として、基本構想の「重要な視点」の一

つに掲げております、「道民の学びを行動へつなげる」生涯学習の推進に向けて、道教委の

関連施策をはじめ、基礎的なデータや地域づくりの先進的な事例などを取りまとめており

ますので、市町村における各種計画の策定や事業の立案等、様々な場面で御活用いただけ

ると幸いに存じます。 

 終わりに、調査に御協力をいただきました全道の市町村教育委員会の皆様、先進的な取

組事例を紹介していただいた皆様に心から厚く御礼申し上げます。 


